
（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,437 その他 0 

（参考） 評価
結果

浄化槽の保守点検実施率（Ｈ２６　８３．０％）に比べて、浄化槽の清掃実施率（Ｈ２６　５７．８％）及び法定検査受検率（Ｈ２６　５４．
１％）が低いため、清掃未実施者及び法定検査未受検者へＰＲ・指導を行い、受検率向上を図る。前年度決算額 2,432 

財
源
内
訳

国・県支出金 2,437 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 0 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,473 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】下水道経営課庶務係　0857-20-3923

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１７（環００１）

【事業の概要】
　鳥取県から権限移譲された浄化槽法に基づく事務の実施（平成２４年～）
　　○主な権限委譲事務
　　　・浄化槽設置届出書の受理、審査、審査結果通知、浄化槽台帳への記録
　　　・浄化槽使用開始報告書・維持管理報告書・廃止届等の各種届出書の受理
　　　・法定検査報告書の受理・改善指導
　　　・市民への広報・啓発活動、苦情処理等の事務

【事業の成果】
　　　　　　　　　　　　　　　　　　Ｈ２６　　　　　　Ｈ２５
浄化槽設置届等各種届出書の受理　　３，１０４件　　　３，１５２件
保守点検又は清掃の助言　　　　　　　　　７４件　　　　　　３３件
指導助言　　　　　　　　　　　　　２，３５９件　　　２，３１６件　　　　　　　　　　　浄
化槽設置基数　　　　　　　　　　５，０４８基　　　５，１８７基

【今後の課題・方向性】
　・浄化槽の保守点検実施率（Ｈ２６　８３．０％）に比べて、浄化槽の清掃実施率
　（Ｈ２６　５７．８％）及び法定検査受検率（Ｈ２６　５４．１％）が低いため、清掃
　　未実施者及び法定検査未受検者へＰＲ・指導を行い、受検率向上を図る。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

本年度決算額 2,437 0 

公害対策費

当初予算額 2,466 

補正予算額 7 

環００１ 項　　目　　名 浄化槽事務費

主要な施策 事務費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
下水道企画課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 1,723,058 その他 0 

（参考） 評価
結果

下水道使用料等収入金の確保、各種事業内容の精査等により、繰出金の縮減を図る。
前年度決算額 1,285,741 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 28,300 0 

その他 0 0 

一般財源 1,694,758 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 1,739,158 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】下水道企画課総務係 0857-20-3315

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１７（環００２）

【事業の概要】
　下水道等事業会計への繰出金
　＜集落排水事業分＞
　　・集落排水施設維持管理費分
　　・集落排水施設建設費分
    ・公債費分
　
【事業の成果】
　下水道等事業会計（集落排水事業）への繰出額
　　平成２４年度　１，４２０，３７４，０００円
　　平成２５年度　１，２８５，７４１，０００円
　　平成２６年度　１，７２３，０５８，０００円
　　（翌年度繰越額　　　１５，９００，０００円　合併特例債分）
　　
【今後の課題・方向性】
　下水道使用料等収入金の確保、各種事業内容の精査等により、繰出金の縮減を図る。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 農林水産業費

項 他会計繰出

目

本年度決算額 1,723,058 0 

下水道等事業会計へ繰出

当初予算額 1,121,072 

補正予算額 618,086 

環００２ 項　　目　　名 下水道等事業会計へ繰出（集落排水事業）

主要な施策 下水道等事業会計へ繰出 ページ 39 所　　属　　名

環境下水道部
下水道企画課年度 H26 事業の概要

－ 245 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

計 2,777,522 その他 0 

（参考） 評価
結果

下水道使用料等収入金の確保、各種事業内容の精査等により、繰出金の縮減を図る。
前年度決算額 3,114,910 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 2,777,522 諸収入 0 

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,777,522 その他財源の内訳

　会計名 【問合せ先】下水道企画課総務係 0857-20-3315

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１８（環００３）

【事業の概要】
　下水道等事業会計への繰出金
　＜公共下水道事業分＞
　　・下水道施設維持管理費分
　　・下水道施設建設費分
    ・公債費分

【事業の成果】
　下水道等事業会計(公共下水道事業)への繰出額
　　平成２４年度　２，８４２，５５２，０００円
　　平成２５年度　３，１１４，９１０，０００円
　　平成２６年度　２，７７７，５２２，０００円
　
【今後の課題・方向性】
　下水道使用料等収入金の確保、各種事業内容の精査等により、繰出金の縮減を図る。　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 土木費

項 他会計繰出

目

本年度決算額 2,777,522 0 

下水道等事業会計へ繰出

当初予算額 3,044,442 

補正予算額 △ 266,920 

環００３ 項　　目　　名 下水道等事業会計へ繰出（公共下水道事業）

主要な施策 下水道等事業会計へ繰出 ページ 42 所　　属　　名

環境下水道部
下水道企画課年度 H26 事業の概要

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環００４ 項　　目　　名 飼い犬登録及び狂犬病予防事業費

主要な施策 飼い犬登録及び狂犬病予防事業費 ページ 34 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　環境衛生係　0857-20-3216

【９次総の施策体系】　4102

【予算計上の経緯】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１８（環００４）

【事業の概要】
　狂犬病予防法に基づき、飼い犬の登録及び狂犬病予防注射を行い、公衆衛生の向上を図る。
毎年４月・６月に市内の各地区公民館等を選任獣医師とともに周り、集合注射を行う。
　また、併せて、新規登録の鑑札及び狂犬病予防注射済票の交付を行う。
　　
【事業の成果】
　狂犬病予防法に基づき、飼い犬の登録及び狂犬病予防注射を行い、公衆衛生の向上を図った。
　平成２４年度　１，０２６千円
　平成２５年度　１，５６１千円
　平成２６年度　１，８３５千円

　【今後の課題・方向性】
　今後とも法令で定められた登録、予防注射、諸手続きを着実に実施していくとともに、
事業の周知や問い合わせに対し適切に対応する。　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

本年度決算額 1,835 0 

予防費

当初予算額 2,007 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 2,007 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 1,835 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 1,835 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 1,835 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後とも法令で定められた登録、予防注射、諸手続きを着実に実施していくとともに、事業の周知や問い合わせに対し適切に対応する。
前年度決算額 1,561 

－ 246 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環００５ 項　　目　　名 住宅用自然エネルギー導入促進事業費

主要な施策 新エネルギー利用普及推進事業費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境政策係 0857-20-3218
【９次総の施策体系】4101
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１９（環００５）
【事業の概要】
　自然エネルギーの普及による温室効果ガスの排出量削減と化石燃料の代替燃料の普及のため、太
陽光発電システム、薪ストーブ、ペレットストーブ、小型風力発電設備、太陽熱温水器等の購入・
設置費用を補助する。
＜補助金額＞
　・太陽光発電　　　　　　　太陽電池出力１kw当たり7.5万円を補助 （上限３０万円）
　・小型風力発電施設　　　　設置に要する経費の１／１０を補助　　（上限１０万円）
　・薪ストーブ　　　　　　　設置に要する経費の１／１０を補助　　（上限　６万円）
　・ペレットストーブ　　　　設置に要する経費の１／１０を補助　　（上限　４万円）
　・太陽熱温水器　　　　　　設置に要する経費の１／１０を補助　　（上限　２万円）
　・民生用燃料電池システム　設置に要する経費の１／１０を補助　　（上限１８万円）
　・その他自然エネルギー　　設置に要する経費の１／１０を補助　　（上限　５万円）　
　【事業の成果】
　・太陽光発電システム　　：２９６件
　・薪ストーブ　　　　　　：　１６件
　・太陽熱温水器　　　　　：　２８件
　・民生用燃料電池システム：　２０件
　　　　　　（合計３６０件　８９，０２９千円］
　【今後の課題・方向性】
　設置経費の低価格化や自然エネルギー促進をとりまく状況の変化などに伴い、今後の方針や補助
基準額等の見直しを行う必要がある。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

本年度決算額 89,029 0 

環境衛生費

当初予算額 125,340 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 125,340 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 44,515 

財
源
内
訳

国・県支出金 44,514 0 

地方債 0 0 

その他 44,515 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 89,029 その他 0 

（参考） 評価
結果

設置経費の低価格化や自然エネルギー促進をとりまく状況の変化などに伴い、今後の方針や補助基準額等の見直しを行う必要がある。
前年度決算額 142,268 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環００６ 項　　目　　名 自然エネルギー推進事業費

主要な施策 新エネルギー利用普及推進事業費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問い合わせ先】　環境政策係　0857-20-3218

【９次総の施策体系】　4101

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２１９（環００６）
　
　【事業の概要】
　旧勝谷小学校プールに太陽光発電パネルを設置する。

【事業の成果】
　①地球温暖化防止（ＣＯ２削減）
　②災害時のエネルギー対策
　③地域の遊休資産の活用

　　平成２６年度事業費：８，７７９千円
　　発電規模：８ｋＷ
　
【今後の課題・方向性】
　市が直接自然エネルギー施設を整備する形態は縮小していく。　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

本年度決算額 8,779 0 

環境衛生費

当初予算額 9,785 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 9,785 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 3,293 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 5,486 諸収入 0 

計 8,779 その他 0 

（参考） 評価
結果

市が直接自然エネルギー施設を整備する形態は縮小していく。
前年度決算額 0 

－ 247 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環００７ 項　　目　　名 湖山池浄化対策費

主要な施策 湖山池浄化対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境衛生係 0857-20-3216
【９次総の施策体系】4102
【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２０（環００７）
【事業の概要】
・巡視員によるパトロール
・湖山池周辺地域町内会台所用ろ過袋斡旋
・湖山池の取組みを市民と情報共有し意見を参考にするプレミアムサロンを開催
・高塩分化に伴う各種環境モニタリングの実施
・モニタリング結果の意見、助言をいただくモニタリング委員会の開催
・アダプトプログラム制度導入による湖山池の環境保全の推進
【事業の成果】
①湖山池の汽水湖化の取組みを周辺住民と意見交換し、専門家の助言提案をいただく「湖
山池プレミアムサロン」を周辺６地区で実施した。
②湖山川水門の全門開放を行った結果、ヒシ、アオコの発生は皆無であった。これにより
、景観の改善、悪臭の解消が図られた。一方、汽水湖化による生態系の変化が心配され、
環境モニタリング調査（動物・植物プランクトン、トンボ類、鳥類、水草）を実施した。
③湖山池の浄化対策、水質改善のため、台所用ろ過袋の購入助成を行うとともに、生活排
水対策推進計画に沿った啓発活動を推進した。
　平成２４年度　　３，２８８千円
　平成２５年度　１１，３７２千円
　平成２６年度　　４，６５０千円
【今後の課題・方向性】
　汽水湖化に伴う各種取組みについて、市民に情報交換の場を設け、取組への理解や施策への反映
を図る必要がある。また、湖山池周辺湖岸の更なる環境保全を図るため、アダプトプログラム登録
団体の加入促進を図る必要がある。

　＊その他財源の諸収入は、ろ過袋斡旋事業収入。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 保健衛生費

目

本年度決算額 4,650 0 

公害対策費

当初予算額 9,946 

補正予算額 △ 5,251 

予算流・充用額 0 

最終予算額 4,695 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 981 0 

地方債 0 0 

その他 144 0 

一般財源 3,525 諸収入 144 

計 4,650 その他 0 

（参考） 評価
結果

湖山池将来ビジョン推進計画（第３期湖山池水質管理計画）に基づき、積極的に湖山池の水質浄化に取り組んでいく。
前年度決算額 11,372 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環００８ 項　　目　　名 ごみの減量化及び再資源化対策費

主要な施策 ごみの減量化及び再資源化対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境政策係 0857-20-3218

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２０（環００８）

【事業の概要】
　ごみの再資源化と減量化を推進することを目的に、再資源化等推進事業に協力する団体
に対し、奨励金を交付する。
　奨励金単価：古紙類（新聞紙、ダンボール、雑誌等）‥６円／㎏
　　　　　　　布類、金属類、ビン類等‥４円／㎏・本

【事業の成果】
　　　　　　　古紙類・アルミ缶等　　　ビン類　　 　奨励金総額 
平成２４年度　　　3,336,746kg　　　　29,191本　　　19,801千円 　
平成２５年度　　　3,262,112kg　　　　24,581本　　　19,351千円 　
平成２６年度　　　3,108,923kg　　　　18,763本　　　18,414千円

【今後の課題・方向性】
本市の喫緊の課題であるごみの減量化のため、必要不可欠な施策である。現在のところ制
度の見直し等は必要ないが、目標値を下回らないよう市民への啓発に努める必要がある。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 18,414 0 

清掃総務費

当初予算額 19,500 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 19,500 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 18,414 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 18,414 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 18,414 その他 0 

（参考） 評価
結果

本市の喫緊の課題であるごみの減量化のため、必要不可欠な施策である。現在のところ制度の見直し等は必要ないが、目標値を下回らないよう
市民への啓発に努める必要がある。前年度決算額 19,351 

－ 248 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環００９ 項　　目　　名 資源ごみ収集事業費

主要な施策 ごみの減量化及び再資源化対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２１（環００９）

【事業の概要】
　家庭から排出される資源ごみの再資源化を図るため、古紙類、食品トレイ、ビン・缶、
ペットボトル、プラスチックごみ、小型破砕ごみ、乾電池等に分別し、それぞれ曜日を定
め収集運搬を行う。

【事業の成果】
　適切に収集し、家庭から排出される資源ごみの再資源化を図った。
　　　　　　　　古紙類　　食品トレー　　ビン・缶　　ペットボトル　　プラスチックごみ

　平成２４年度　1,627t       37t          1,777t       310t            2,436t
　平成２５年度　1,477t       32t          1,734t       311t            2,440t
　平成２６年度　1,212t       30t          1,681t       300t            2,405t

【今後の課題・方向性】
　今後も引き続き資源ごみの再資源化を図っていく。

　
　＊その他財源の諸収入は、古紙類収集事業収入。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 302,022 0 

清掃総務費

当初予算額 302,116 

補正予算額 △ 90 

予算流・充用額 0 

最終予算額 302,026 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 122,149 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 144,150 0 

一般財源 157,872 諸収入 22,001 

計 302,022 その他 0 

（参考） 評価
結果

家庭から排出される資源ごみを適正に収集運搬する。更なる分別の徹底により、資源の有効利用を図る
前年度決算額 296,783 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１０ 項　　目　　名 家庭ごみ有料化事業

主要な施策 ごみの減量化及び再資源化対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２１（環０１０）

【事業の概要】
　可燃ごみ及びプラスチックごみについては、家庭ごみの有料指定袋を導入し、市民に家庭ごみの
処理に要する経費を意識していただくことにより、ごみの発生抑制、再資源化を普及していく。

【事業の成果】
　家庭ごみの有料袋の導入により、家庭から出されるごみの減が減少している。
　　　　　　　　　可燃ごみ　　プラスチックごみ
　平成２４年度　   28,278t     2,436t
　平成２５年度　   27,853t     2,440t
　平成２６年度　   27,502t     2,405t

【今後の課題・方向性】
　家庭ごみ有料指定袋の制度を利用し、市民に納得される品質のごみ袋を提供する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 104,626 0 

清掃総務費

当初予算額 106,927 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 106,927 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 104,626 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 104,626 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 104,626 その他 0 

（参考） 評価
結果

有料化制度により、ごみの減量化を図る。
前年度決算額 91,976 

－ 249 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１１ 項　　目　　名 ごみ減量化推進事業費

主要な施策 ごみの減量化及び再資源化対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】環境政策係 0857-20-3218

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２２（環０１１）

【事業の概要】
　更なるごみの減量化・再資源化を積極的に推進するための施策を実施する。

【事業の成果】
　ごみ減量等推進優良事業所の表彰制度の実施
　生ごみ堆肥化講習会の実施
　生ごみ堆肥化容器等購入費補助金の交付
　　　　　　　　　　講習会参加者数　　補助件数
　　平成２４年度　　　１７８名　　　　１７８件
　　平成２５年度　　　１６３名　　　　３００件
　　平成２６年度　　　　４３名　　　　１１６件

【今後の課題・方向性】
　今後も施策を検討しながら継続していく。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 238 0 

清掃総務費

当初予算額 748 

補正予算額 0 

予算流・充用額 0 

最終予算額 748 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 238 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 238 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 238 その他 0 

（参考） 評価
結果

ごみ減量を推進するため、継続した啓発事業が必要であり、家庭で手軽にできる段ボールコンポストの普及促進に努めていく。
前年度決算額 319 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１２ 項　　目　　名 小型家電リサイクル事業費

主要な施策 ごみの減量化及び再資源化対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算上の経過】
　６月補正予算事業別概要目次
　　６月補正予算・Ｐ６５（環００１）
　
【事業の概要】
　「使用済小型電子機器等の再資源化の促進に関する法律」に基づき、平成２６年１１月から、市
内１４か所に回収ボックスを設置し、使用済小型家電等の収集・処理を開始した。

【事業の成果】
　市役所本庁舎、駅南庁舎及び各総合支所の１０庁舎、並びに協力販売店等合計２０か所にて、回
収ボックスを利用した拠点回収を行う。
　　　　平成２６年度回収実績：７．０７ｔ
　
【今後の課題・方向性】
　平成２７年度からは、本市大型ごみ受付センターで回収された使用済小型電子機器等のピック
アップ回収を行うなど、事業の充実を図っていく。

　＊その他財源の諸収入は、使用済み小型電子機器等売却収入。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 942 0 

清掃総務費

当初予算額 0 

補正予算額 962 

予算流・充用額 0 

最終予算額 962 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 469 0 

地方債 0 0 

その他 4 0 

一般財源 469 諸収入 4 

計 942 その他 0 

（参考） 評価
結果

平成27年度からは、本市大型ごみ受付センターで回収された使用済み小型電子機器のピックアップ回収を行うなど、事業の充実を図っていく。
前年度決算額 0 

－ 250 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１３ 項　　目　　名 可燃ごみ収集委託費

主要な施策 ごみ収集委託費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２２（環０１２）

【事業の概要】
　鳥取地域の家庭から出される可燃ごみを適正に収集運搬する。
　
【事業の成果】
　生活環境を清潔にし、市民の健康で快適な生活を確保している。
　
　　　　　　　　可燃ごみ
　平成２４年度　２８，２７８ｔ
　平成２５年度　２７，８５３ｔ
　平成２６年度　２７，５０２ｔ
　
【今後の課題・方向性】
　引き続き家庭から出される可燃ごみを適正に収集運搬する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 418,104 0 

塵芥処理費

当初予算額 418,577 

補正予算額 △ 473 

予算流・充用額 0 

最終予算額 418,104 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 418,104 諸収入 0 

計 418,104 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き、家庭から発生する可燃ごみを適正に収集運搬する。
前年度決算額 413,321 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１４ 項　　目　　名 小型破砕・大型ごみ収集委託費

主要な施策 ごみ収集委託費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２３（環０１３）

【事業の概要】
　　家庭から出される小型破砕ごみ及び大型ごみを適正に収集運搬する。
　　
【事業の成果】
　適正な収集運搬を行った。
　　平成２４年度　小型破砕ごみ　1,585ｔ　　大型ごみ　170ｔ
　　平成２５年度　小型破砕ごみ　1,532ｔ　　大型ごみ　238ｔ
　　平成２６年度　小型破砕ごみ　1,431ｔ　　大型ごみ　232ｔ

【今後の課題・方向性】
今後とも引き続き適正な収集運搬に努める。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 98,614 0 

塵芥処理費

当初予算額 98,644 

補正予算額 △ 29 

予算流・充用額 0 

最終予算額 98,615 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 9,021 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 9,021 0 

一般財源 89,593 諸収入 0 

計 98,614 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後とも引き続き適正な収集運搬に努める。
前年度決算額 95,737 

－ 251 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１５ 項　　目　　名 ふれあい収集モデル事業費

主要な施策 ごみ収集委託費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２３（環０１４）

【事業の概要】
　高齢化社会への移行と、住宅事情の変化や核家族化の進行に伴い、高齢者や障がいのある方で、
ごみを収集所まで持ち出すことが困難な方への行政サービスを地域共助をテーマとして位置づけ、
モデル的に実施し検証を行う。

【事業の成果】年度末時点のふれあい収集実施件数
　　平成２４年度　９件
　　平成２５年度　２件
　　平成２６年度　９件

【今後の課題・方向性】
　地域をさらに広げてモデル件数を増やし、既存の福祉サービスとの関係や対象者の明確化、ごみ
収集運搬委託業者との調整など、本事業化に向けた問題点を検討する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 27 0 

塵芥処理費

当初予算額 143 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 114 

最終予算額 29 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 27 諸収入 0 

計 27 その他 0 

（参考） 評価
結果

地域をさらに広げてモデル件数を増やし、既存の福祉サービスとの関係や対象者の明確化、ごみ収集運搬委託業者との調整など、本事業化に向
けた問題点を検討する。前年度決算額 15 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１６ 項　　目　　名 大型ごみ戸別有料収集事業費

主要な施策 収集管理事務費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次　
　　当初予算・Ｐ２２４（環０１６）

【事業の概要】
　大型ごみの個別有料収集について、大型ごみに貼るシール発行による事前納付を可能とし、市民
の利便性を確保し、不法投棄を防止する。

【事業の成果】
　市役所や支所だけでなくコンビニエンスストアでの販売も行い、市民の利便性が向上している。

【今後の課題・方向性】
　引き続き、市民の利便性を確保する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 682 0 

塵芥処理費

当初予算額 649 

補正予算額 57 

予算流・充用額 0 

最終予算額 706 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 682 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 682 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 682 その他 0 

（参考） 評価
結果

大型ごみのシール発行及びコンビニエンスストアでの販売を継続し、市民の利便性を確保する。
前年度決算額 690 

－ 252 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１７ 項　　目　　名 不法投棄監視費

主要な施策 ごみ不法投棄対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】廃棄物対策係 0857-20-3217

【９次総の施策体系】4102

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２５（環０１７）

【事業の概要】
　不法投棄対策として、不法投棄の多発地帯に不法投棄防止を呼びかける看板や監視カメラを設置
する。また、市内の地区公民館単位に、地区住民のボランティアによる不法投棄監視員を設置し、
不法投棄を未然に防止する。

【事業の成果】
　　　　　　　看板新規設置数　　　不法投棄監視員　　　監視カメラ設置済数（累計）
　平成２４年度　　２５枚　　　６０地区　３６１名　　　　１４台
　平成２５年度　　４５枚　　　６１地区　３６８名　　　　１７台
　平成２６年度　　２９枚　　　６１地区　３６５名　　　　１９台

【今後の課題・方向性】
　引き続き啓発看板、監視カメラ設置による啓発を推進するとともに、不法投棄監視員制度による
地区を挙げて不法投棄を防止する取り組みを継続する。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 1,929 0 

塵芥処理費

当初予算額 2,515 

補正予算額 0 

予算流・充用額 △ 207 

最終予算額 2,308 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 1,804 

財
源
内
訳

国・県支出金 125 0 

地方債 0 0 

その他 1,804 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 1,929 その他 0 

（参考） 評価
結果

引き続き啓発看板、監視カメラ設置による啓発を推進するとともに、不法投棄監視員制度による地区を挙げて不法投棄を防止する取り組みを継
続する。前年度決算額 2,928 

　

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１８ 項　　目　　名 不法投棄対策費

主要な施策 ごみ不法投棄対策費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4102

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２５（環０１８）

【事業の概要】
　本市における不法投棄の防止及び事案の処理について、関係者連絡並びに協議を行うた
め、平成１３年８月に関係課による「鳥取市不法投棄対策協議会」を設置し、公園施設
や市道、林道、農道等の不法投棄に対する地元自治会や利用者等の要求に迅速に対応する
。

【事業の成果】
　不法投棄について、迅速かつ適切に対応した。
　　　　　　　　　不法投棄件数　　　　撤去量
　　平成２４年度　　１１６件　　　１２７．５㎥
　　平成２５年度　　１１８件　　　　９２．７㎥
　　平成２６年度　　１０４件　　　　７３．０㎥

【事業の課題・方向性】
　今後とも引き続き、不法投棄対策を適切に実施していく。　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 5,906 0 

塵芥処理費

当初予算額 8,200 

補正予算額 1,062 

予算流・充用額 0 

最終予算額 9,262 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 5,906 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 5,906 0 

一般財源 0 諸収入 0 

計 5,906 その他 0 

（参考） 評価
結果

今後とも引き続き、不法投棄対策を適切に実施していく。
前年度決算額 11,872 

－ 253 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０１９ 項　　目　　名 施設維持管理費

主要な施策 施設維持管理費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２６（環０１９）
　
【事業の概要】
　市内４箇所の清掃工場を維持管理するとともに、大気汚染防止法、ダイオキシン類対策
特別措置法等に則り、排ガス対策等を行う。

【事業の成果】
　生活環境を清潔にし、市民の健康で快適な生活を確保している。

【今後の課題・方向性】
　今後も施設の維持管理に努めていく。

　＊その他財源の諸収入は、岩美町特別負担金、八頭環境施設組合特別負担金。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 59,972 0 

清掃工場管理費

当初予算額 64,263 

補正予算額 △ 1,810 

予算流・充用額 0 

最終予算額 62,453 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 33,347 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 53,347 0 

一般財源 6,625 諸収入 20,000 

計 59,972 その他 0 

（参考） 評価
結果

可燃物処理施設４工場の効率的な施設管理を検討する。
前年度決算額 53,347 

（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０２０ 項　　目　　名 施設維持管理修繕費

主要な施策 施設維持管理費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】廃棄物対策係 0857-20-3217

【９次総の施策体系】4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２６（環０２０）

【事業の概要】
　市が設置している可燃ごみ処理施設４工場を安定稼働するため、計画的に定期修繕を実施する。

【事業の成果】
　施設の延命化が図られる。

【今後の課題・方向性】
　施設の老朽化が進行し、修繕費の上昇が懸念される。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 117,488 0 

清掃工場管理費

当初予算額 131,655 

補正予算額 △ 9,764 

予算流・充用額 0 

最終予算額 121,891 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 0 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 0 0 

一般財源 117,488 諸収入 0 

計 117,488 その他 0 

（参考） 評価
結果

可燃物処理施設４工場の効率的な施設管理を検討する。
前年度決算額 146,627 

－ 254 －



（単位：千円）

負担金

使用料

手数料

財産収入

寄付金

繰入金

環０２１ 項　　目　　名 焼却作業委託費

主要な施策 焼却作業委託費 ページ 35 所　　属　　名

環境下水道部
生活環境課年度 H26 事業の概要

　会計名 【問合せ先】　廃棄物対策係　0857-20-3217

【９次総の施策体系】　4101

【予算計上の経過】
　予算事業別概要目次
　　当初予算・Ｐ２２７（環０２１）

【事業の概要】
　市が設置している可燃ごみ処理施設４工場の運転管理を委託する。

【事業の成果】
　可燃ごみ処理施設の安定した運転が継続されている。

【今後の課題・方向性】
　新可燃物処理施設が稼働するまで、４工場の安定した稼働を図る。

　＊その他財源の諸収入は、岩美町・若桜町・八頭町・智頭町ごみ処理負担金。　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

一般会計

款 衛生費

項 清掃費

目

本年度決算額 441,266 0 

清掃工場管理費

当初予算額 444,049 

補正予算額 △ 2,782 

予算流・充用額 0 

最終予算額 441,267 その他財源の内訳

分担金 0 

0 

区　　分 決算額 247,892 

財
源
内
訳

国・県支出金 0 0 

地方債 0 0 

その他 302,122 0 

一般財源 139,144 諸収入 54,230 

計 441,266 その他 0 

（参考） 評価
結果

可燃物処理施設４工場の効率的な施設管理を検討する。
前年度決算額 439,452 

 

－ 255 －


